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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯端末に接続されたデバイスを特定するデバイス情報を、前記携帯端末からネットワ
ークを介して受信するデバイス情報受信手段と、
　前記デバイス情報受信手段が受信した前記デバイス情報に基づいて、前記デバイスに提
供すべき教育アプリケーションを選定する教育アプリケーション選定手段と、
　前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスに前記教育アプリケーシ
ョンを提供する教育アプリケーション提供手段と、
　を備え、
　前記デバイス情報受信手段は、前記携帯端末から前記デバイス情報を取得できない旨の
通知があった場合に、前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスとの
通信を確立し、前記デバイスから前記デバイス情報を受信することを特徴とする情報処理
装置。
【請求項２】
　前記アプリケーション選定手段は、前記デバイスのＩＤおよび前記携帯端末の位置情報
の少なくともいずれかに基づいて、所属する教育グループを判定し、前記教育グループに
対応して提供する教育アプリケーションを選定することを特徴とする請求項１に記載の情
報処理装置。
【請求項３】
　少なくとも表示部を有するコンピュータから、前記コンピュータを特定するコンピュー
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タ情報を、前記ネットワークを介して受信するコンピュータ情報受信手段を有し、
　前記教育アプリケーション選定手段は、前記コンピュータ情報受信手段が受信した前記
コンピュータ情報に基づいて、前記コンピュータに提供すべき前記教育アプリケーション
を選定し、
　前記教育アプリケーション提供手段は、前記ネットワークを介して前記コンピュータに
前記教育アプリケーションを提供することを特徴とする請求項１または２に記載の情報処
理装置。
【請求項４】
　前記教育アプリケーションと、前記教育アプリケーションの提供対象についての情報と
、前記教育アプリケーションの提供履歴の情報とを対応付けて保存する履歴保存手段とを
さらに備え、
　前記デバイス情報は、前記教育アプリケーションの提供対象についての情報を含み、
　前記教育アプリケーション選定手段は、前記履歴保存手段を参照して、前記教育アプリ
ケーションの提供対象についての情報に対応する前記教育アプリケーションの提供履歴を
取得し、
　前記教育アプリケーション提供手段は、取得した前記教育アプリケーションの提供履歴
に基づいて、前記ネットワークを介して前記教育アプリケーションを提供することを特徴
とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記履歴保存手段は、さらに、前記デバイス情報と、前記デバイスの調整データとを対
応付けて保存し、
　前記教育アプリケーション提供手段は、前記履歴保存手段から前記デバイスの調整デー
タを取得し、前記ネットワークを介して前記デバイスに前記調整データを提供することを
特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記携帯端末が有する機能を使って前記デバイスの状況を示す情報を取得するデバイス
状況取得手段と、
　前記デバイス状況取得手段が取得した前記デバイスの状況を示す情報に基づいて、前記
デバイスの操作を提案する操作提案手段と、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の情報処理装置
。
【請求項７】
　前記携帯端末が有する機能は、カメラによる撮像機能とマイクによる音声入力機能とを
含み、前記デバイス状況取得手段が取得する前記デバイスの状況を示す情報は、前記カメ
ラにより撮像された前記デバイスの映像と前記マイクにより音声入力された前記デバイス
の周辺のユーザの音声とであることを特徴とする請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　携帯端末に接続されたデバイスを特定するデバイス情報を、前記携帯端末からネットワ
ークを介して受信するデバイス情報受信ステップと、
　前記デバイス情報受信ステップが受信した前記デバイス情報に基づいて、前記デバイス
に提供すべき教育アプリケーションを選定する教育アプリケーション選定ステップと、
　前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスに前記教育アプリケーシ
ョンを提供する教育アプリケーション提供ステップと、
　を含み、
　前記デバイス情報受信ステップにおいては、前記携帯端末から前記デバイス情報を取得
できない旨の通知があった場合に、前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記
デバイスとの通信を確立し、前記デバイスから前記デバイス情報を受信することを特徴と
する情報処理装置の制御方法。
【請求項９】
　携帯端末に接続されたデバイスを特定するデバイス情報を、前記携帯端末からネットワ
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ークを介して受信するデバイス情報受信ステップと、
　前記デバイス情報受信ステップが受信した前記デバイス情報に基づいて、前記デバイス
に提供すべき教育アプリケーションを選定する教育アプリケーション選定ステップと、
　前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスに前記教育アプリケーシ
ョンを提供する教育アプリケーション提供ステップと、
　をコンピュータに実行させ、
　前記デバイス情報受信ステップにおいては、前記携帯端末から前記デバイス情報を取得
できない旨の通知があった場合に、前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記
デバイスとの通信を確立し、前記デバイスから前記デバイス情報を受信することを特徴と
する情報処理装置の制御プログラム。
【請求項１０】
　デバイス接続コネクタと、
　前記デバイス接続コネクタに接続したデバイスを特定するデバイス情報を、情報処理装
置に送信するデバイス情報送信手段と、
　前記デバイス情報に基づく前記情報処理装置による前記デバイスの制御を中継するデバ
イス制御中継手段と、
　を備え、
　前記デバイス情報送信手段は、前記デバイス情報を取得できない場合、前記デバイス情
報を取得できない旨を前記情報処理装置に通知し、前記情報処理装置による前記デバイス
との通信の確立と前記デバイスからの前記デバイス情報の受信とを中継することを特徴と
する携帯端末。
【請求項１１】
　前記デバイス制御中継手段は、前記情報処理装置が前記デバイス情報に基づいて選定し
た教育アプリケーションとデバイスドライバプログラムとの実行による前記デバイスの制
御を中継することを特徴とする請求項１０に記載の携帯端末。
【請求項１２】
　カメラおよびマイクの少なくともいずれかを使って前記デバイスの状況を示す情報を取
得して、情報処理装置に送信するデバイス状況送信手段と、
　前記デバイスの状況を示す情報に基づいて前記情報処理装置が提案する、前記デバイス
の操作に対する提案を受信する操作提案受信手段と、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１０または１１に記載の携帯端末。
【請求項１３】
　前記デバイス状況送信手段が送信する前記デバイスの状況を示す情報は、前記カメラに
より撮像された前記デバイスの映像と前記マイクにより音声入力された前記デバイスの周
辺のユーザの音声とであることを特徴とする請求項１２に記載の携帯端末。
【請求項１４】
　前記デバイス接続コネクタはＵＳＢコネクタであり、前記デバイスは前記ＵＳＢコネク
タにＵＳＢケーブルで接続されるＵＳＢデバイスであることを特徴とする請求項１０乃至
１３のいずれか１項に記載の携帯端末。
【請求項１５】
　デバイス接続コネクタを有する携帯端末の制御方法であって、
　前記デバイス接続コネクタに接続したデバイスを特定するデバイス情報を、情報処理装
置に送信するデバイス情報送信ステップと、
　前記デバイス情報に基づく前記情報処理装置による前記デバイスの制御を中継するデバ
イス制御中継ステップと、
　を含み、
　前記デバイス情報送信ステップにおいては、前記デバイス情報を取得できない場合、前
記デバイス情報を取得できない旨を前記情報処理装置に通知し、前記情報処理装置による
前記デバイスとの通信の確立と前記デバイスからの前記デバイス情報の受信とを中継する
ことを特徴とする携帯端末の制御方法。
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【請求項１６】
　デバイス接続コネクタを有する携帯端末の制御プログラムであって、
　前記デバイス接続コネクタに接続したデバイスを特定するデバイス情報を、情報処理装
置に送信するデバイス情報送信ステップと、
　前記デバイス情報に基づく前記情報処理装置による前記デバイスの制御を中継するデバ
イス制御中継ステップと、
　をコンピュータに実行させ、
　前記デバイス情報送信ステップにおいては、前記デバイス情報を取得できない場合、前
記デバイス情報を取得できない旨を前記情報処理装置に通知し、前記情報処理装置による
前記デバイスとの通信の確立と前記デバイスからの前記デバイス情報の受信とを中継する
ことを特徴とする携帯端末の制御プログラム。
【請求項１７】
　デバイス接続コネクタを有する携帯端末と、前記デバイス接続コネクタに接続可能なデ
バイスと、前記携帯端末とネットワーク接続される情報処理装置と、を備える情報処理シ
ステムであって、
　前記携帯端末が、
　　前記デバイス接続コネクタに接続したデバイスを特定するデバイス情報を、情報処理
装置に送信するデバイス情報送信手段と、
　　前記デバイス情報に基づく前記情報処理装置による前記デバイスの制御を中継するデ
バイス制御中継手段と、
　を備え、
　前記情報処理装置が、
　　前記デバイス情報に基づいて、前記デバイスに提供すべき教育アプリケーションを選
定する教育アプリケーション選定手段と、
　　前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスに前記教育アプリケー
ションを提供する教育アプリケーション提供手段と、
　を備え、
　前記デバイス情報送信手段は、前記デバイス情報を取得できない場合、前記デバイス情
報を取得できない旨を前記情報処理装置に通知し、
　前記情報処理装置は、前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスと
の通信を確立し、前記デバイスから前記デバイス情報を受信することを特徴とする情報処
理システム。
【請求項１８】
　デバイス接続コネクタを有する携帯端末と、前記デバイス接続コネクタに接続可能なデ
バイスと、前記携帯端末とネットワーク接続される情報処理装置と、を備える情報処理シ
ステムにおける情報処理方法であって、
　前記携帯端末が、前記デバイス接続コネクタに接続したデバイスを特定するデバイス情
報を、情報処理装置に送信するデバイス情報送信ステップと、
　前記情報処理装置が、前記デバイス情報に基づいて、前記デバイスに提供すべき教育ア
プリケーションを選定する教育アプリケーション選定ステップと、
　前記情報処理装置が、前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスに
前記教育アプリケーションを提供する教育アプリケーション提供ステップと、
　前記携帯端末が、前記デバイス情報に基づく前記情報処理装置による前記デバイスの制
御を中継するデバイス制御中継ステップと、
　を含み、
　前記デバイス情報送信ステップにおいては、前記デバイス情報を取得できない場合、前
記デバイス情報を取得できない旨を前記情報処理装置に通知し、前記情報処理装置が、前
記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスとの通信を確立し、前記デバ
イスから前記デバイス情報を受信することを特徴とする情報処理方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、教育現場におけるＩＴＣ（Information and Communications Technology)教
育の普及を支援する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記技術分野において、特許文献１には、教育現場において携帯電話機を介して多数の
受講者に同じ内容の資料を配布するための技術が開示されている。また、特許文献２には
、シンクライアントサーバシステムにおいて、ＵＳＢデバイスをシンクライアントに接続
して、サーバからＵＳＢデバイスを制御する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－０１０３６０号公報
【特許文献２】特開２０１０－２１８３４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記文献に記載の技術では、教育現場において、ＩＴＣ教育を実現する
ためのハードウェア資源の提供を支援することができなかった。例えば、ＩＴ機器が不足
する場合の補充や、ＩＴ機器が故障した場合の復旧などに、多大な手間と時間がかかって
しまう。
【０００５】
　本発明の目的は、上述の課題を解決する技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明に係る情報処理装置は、
　携帯端末に接続されたデバイスを特定するデバイス情報を、前記携帯端末からネットワ
ークを介して受信するデバイス情報受信手段と、
　前記デバイス情報受信手段が受信した前記デバイス情報に基づいて、前記デバイスに提
供すべき教育アプリケーションを選定する教育アプリケーション選定手段と、
　前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスに前記教育アプリケーシ
ョンを提供する教育アプリケーション提供手段と、
　を備え、
　前記デバイス情報受信手段は、前記携帯端末から前記デバイス情報を取得できない旨の
通知があった場合に、前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスとの
通信を確立し、前記デバイスから前記デバイス情報を受信することを特徴とする。
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明に係る情報処理装置の制御方法は、
　携帯端末に接続されたデバイスを特定するデバイス情報を、前記携帯端末からネットワ
ークを介して受信するデバイス情報受信ステップと、
　前記デバイス情報受信ステップが受信した前記デバイス情報に基づいて、前記デバイス
に提供すべき教育アプリケーションを選定する教育アプリケーション選定ステップと、
　前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスに前記教育アプリケーシ
ョンを提供する教育アプリケーション提供ステップと、
　を含み、
　前記デバイス情報受信ステップにおいては、前記携帯端末から前記デバイス情報を取得
できない旨の通知があった場合に、前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記
デバイスとの通信を確立し、前記デバイスから前記デバイス情報を受信することを特徴と
する。
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【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明に係る情報処理装置の制御プログラムは、
　携帯端末に接続されたデバイスを特定するデバイス情報を、前記携帯端末からネットワ
ークを介して受信するデバイス情報受信ステップと、
　前記デバイス情報受信ステップが受信した前記デバイス情報に基づいて、前記デバイス
に提供すべき教育アプリケーションを選定する教育アプリケーション選定ステップと、
　前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスに前記教育アプリケーシ
ョンを提供する教育アプリケーション提供ステップと、
　をコンピュータに実行させ、
　前記デバイス情報受信ステップにおいては、前記携帯端末から前記デバイス情報を取得
できない旨の通知があった場合に、前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記
デバイスとの通信を確立し、前記デバイスから前記デバイス情報を受信することを特徴と
する。
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明に係る携帯端末は、
　デバイス接続コネクタと、
　前記デバイス接続コネクタに接続したデバイスを特定するデバイス情報を、情報処理装
置に送信するデバイス情報送信手段と、
　前記デバイス情報に基づく前記情報処理装置による前記デバイスの制御を中継するデバ
イス制御中継手段と、
　を備え、
　前記デバイス情報送信手段は、前記デバイス情報を取得できない場合、前記デバイス情
報を取得できない旨を前記情報処理装置に通知し、前記情報処理装置による前記デバイス
との通信の確立と前記デバイスからの前記デバイス情報の受信とを中継することを特徴と
する。
【００１０】
　上記目的を達成するため、本発明に係る方法は、
　デバイス接続コネクタを有する携帯端末の制御方法であって、
　前記デバイス接続コネクタに接続したデバイスを特定するデバイス情報を、情報処理装
置に送信するデバイス情報送信ステップと、
　前記デバイス情報に基づく前記情報処理装置による前記デバイスの制御を中継するデバ
イス制御中継ステップと、
　を含み、
　前記デバイス情報送信ステップにおいては、前記デバイス情報を取得できない場合、前
記デバイス情報を取得できない旨を前記情報処理装置に通知し、前記情報処理装置による
前記デバイスとの通信の確立と前記デバイスからの前記デバイス情報の受信とを中継する
ことを特徴とする。
【００１１】
　上記目的を達成するため、本発明に係るプログラムは、
　デバイス接続コネクタを有する携帯端末の制御プログラムであって、
　前記デバイス接続コネクタに接続したデバイスを特定するデバイス情報を、情報処理装
置に送信するデバイス情報送信ステップと、
　前記デバイス情報に基づく前記情報処理装置による前記デバイスの制御を中継するデバ
イス制御中継ステップと、
　をコンピュータに実行させ、
　前記デバイス情報送信ステップにおいては、前記デバイス情報を取得できない場合、前
記デバイス情報を取得できない旨を前記情報処理装置に通知し、前記情報処理装置による
前記デバイスとの通信の確立と前記デバイスからの前記デバイス情報の受信とを中継する
ことを特徴とする。
【００１２】
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　上記目的を達成するため、本発明に係るシステムは、
　デバイス接続コネクタを有する携帯端末と、前記デバイス接続コネクタに接続可能なデ
バイスと、前記携帯端末とネットワーク接続される情報処理装置と、を備える情報処理シ
ステムであって、
　前記携帯端末が、
　　前記デバイス接続コネクタに接続したデバイスを特定するデバイス情報を、情報処理
装置に送信するデバイス情報送信手段と、
　　前記デバイス情報に基づく前記情報処理装置による前記デバイスの制御を中継するデ
バイス制御中継手段と、
　を備え、
　前記情報処理装置が、
　　前記デバイス情報に基づいて、前記デバイスに提供すべき教育アプリケーションを選
定する教育アプリケーション選定手段と、
　　前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスに前記教育アプリケー
ションを提供する教育アプリケーション提供手段と、
　を備え、
　前記デバイス情報送信手段は、前記デバイス情報を取得できない場合、前記デバイス情
報を取得できない旨を前記情報処理装置に通知し、
　前記情報処理装置は、前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスと
の通信を確立し、前記デバイスから前記デバイス情報を受信することを特徴とする。
【００１３】
　上記目的を達成するため、本発明に係る方法は、
　デバイス接続コネクタを有する携帯端末と、前記デバイス接続コネクタに接続可能なデ
バイスと、前記携帯端末とネットワーク接続される情報処理装置と、を備える情報処理シ
ステムにおける情報処理方法であって、
　前記携帯端末が、前記デバイス接続コネクタに接続したデバイスを特定するデバイス情
報を、情報処理装置に送信するデバイス情報送信ステップと、
　前記情報処理装置が、前記デバイス情報に基づいて、前記デバイスに提供すべき教育ア
プリケーションを選定する教育アプリケーション選定ステップと、
　前記情報処理装置が、前記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスに
前記教育アプリケーションを提供する教育アプリケーション提供ステップと、
　前記携帯端末が、前記デバイス情報に基づく前記情報処理装置による前記デバイスの制
御を中継するデバイス制御中継ステップと、
　を含み、
　前記デバイス情報送信ステップにおいては、前記デバイス情報を取得できない場合、前
記デバイス情報を取得できない旨を前記情報処理装置に通知し、前記情報処理装置が、前
記ネットワークおよび前記携帯端末を中継して前記デバイスとの通信を確立し、前記デバ
イスから前記デバイス情報を受信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、教育現場において、ＩＴＣ教育を実現するためのハードウェア資源の
提供を簡単に支援できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１実施形態に係る情報処理装置の構成を示すブロック図である。
【図２Ａ】本発明の第２実施形態に係る情報処理システムの動作概念を説明する図である
。
【図２Ｂ】本発明の第２実施形態に係る情報処理システムの構成を示すブロック図である
。
【図３Ａ】本発明の第２実施形態に係る情報処理システムの教育アプリ開始時の動作手順
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を示すシーケンス図である。
【図３Ｂ】本発明の第２実施形態に係る情報処理システムの機器故障時の動作手順を示す
シーケンス図である。
【図３Ｃ】本発明の第２実施形態に係るＵＳＢ接続されたＵＳＢデバイスの制御手順を示
すシーケンス図である。
【図３Ｄ】本発明の第２実施形態に係るＵＳＢ接続されたＵＳＢデバイスの制御手順を示
すシーケンス図である。
【図３Ｅ】本発明の第２実施形態に係るＵＳＢ接続されたＵＳＢデバイス以外のデバイス
の制御手順を示すシーケンス図である。
【図４】本発明の第２実施形態に係るクラウドサーバの機能構成を示すブロック図である
。
【図５】本発明の第２実施形態に係る携帯端末の機能構成を示すブロック図である。
【図６Ａ】本発明の第２実施形態に係るデバイスＤＢの構成を示す図である。
【図６Ｂ】本発明の第２実施形態に係るデバイスディスクリプタの構成を示す図である。
【図７】本発明の第２実施形態に係る教育アプリＤＢの構成を示す図である。
【図８】本発明の第２実施形態に係るデバイスドライバＤＢの構成を示す図である。
【図９】本発明の第２実施形態に係るクラウドサーバのハードウェア構成を示すブロック
図である。
【図１０Ａ】本発明の第２実施形態に係る教育アプリ選定テーブルの構成を示す図である
。
【図１０Ｂ】本発明の第２実施形態に係るデバイスドライバ選定テーブルの構成を示す図
である。
【図１１】本発明の第２実施形態に係るクラウドサーバの処理手順を示すフローチャート
である。
【図１２】本発明の第２実施形態に係る携帯端末のハードウェア構成を示すブロック図で
ある。
【図１３】本発明の第２実施形態に係る携帯端末の処理手順を示すフローチャートである
。
【図１４】本発明の第３実施形態に係る情報処理システムの動作概念を説明する図である
。
【図１５】本発明の第３実施形態に係る情報処理システムの動作手順を示すシーケンス図
である。
【図１６】本発明の第３実施形態に係るクラウドサーバの機能構成を示すブロック図であ
る。
【図１７】本発明の第３実施形態に係る履歴保存ＤＢの構成を示す図である。
【図１８】本発明の第３実施形態に係る教育アプリ再開テーブルの構成を示す図である。
【図１９】本発明の第３実施形態に係るクラウドサーバの処理手順を示すフローチャート
である。
【図２０】本発明の第３実施形態に係る教育アプリ再開処理の処理手順を示すフローチャ
ートである。
【図２１】本発明の第４実施形態に係る情報処理システムの動作概念を説明する図である
。
【図２２】本発明の第４実施形態に係る情報処理システムの動作手順を示すシーケンス図
である。
【図２３】本発明の第４実施形態に係るクラウドサーバの機能構成を示すブロック図であ
る。
【図２４】本発明の第４実施形態に係る操作提案ＤＢの構成を示す図である。
【図２５】本発明の第４実施形態に係る操作提案テーブルの構成を示す図である。
【図２６】本発明の第４実施形態に係るクラウドサーバの処理手順を示すフローチャート
である。
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【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に、図面を参照して、本発明の実施の形態について例示的に詳しく説明する。ただ
し、以下の実施の形態に記載されている構成要素は単なる例示であり、本発明の技術範囲
をそれらのみに限定する趣旨のものではない。
【００１７】
　［第１実施形態］
　本発明の第１実施形態としての情報処理装置１００について、図１を用いて説明する。
情報処理装置１００は、ネットワーク１３０を介して携帯端末１２０に接続されたデバイ
ス１１０に教育アプリケーションを提供する装置である。
【００１８】
　図１に示すように、情報処理装置１００は、デバイス情報受信部１０１と、教育アプリ
ケーション選定部１０２と、教育アプリケーション提供部１０３と、を含む。デバイス情
報受信部１０１は、携帯端末１２０に接続されたデバイスを特定するデバイス情報１２０
ａを、携帯端末１２０からネットワーク１３０を介して受信する。教育アプリケーション
選定部１０２は、デバイス情報受信部１０１が受信したデバイス情報１２０ａに基づいて
、デバイスに提供すべき教育アプリケーション１０２ａを選定する。教育アプリケーショ
ン提供部１０３は、ネットワーク１３０および携帯端末１２０を介してデバイス１１０に
教育アプリケーション１０２ａを提供する。
【００１９】
　本実施形態によれば、携帯端末にデバイスを接続するのみで、クラウドサーバから教育
アプリケーションがデバイスに提供される。したがって、教育現場において、ＩＴＣ教育
を実現するためのハードウェア資源の提供を簡単に支援できる。
【００２０】
　［第２実施形態］
　次に、本発明の第２実施形態に係る情報処理システムについて説明する。なお、本実施
形態においては、サーバの一例としてクラウドサーバを用いて説明する。本実施形態に係
る情報処理システムは、携帯端末を介してデバイスを情報処理装置であるクラウドサーバ
に接続することにより、ＩＴＣ教育の教育現場において、ハードウェア資源の不足を簡単
に補い、あるいは、機器故障などの復旧を簡単に実現する。
【００２１】
　本実施形態によれば、デバイスを携帯端末を介してクラウドサーバに接続するのみで、
クラウドサーバがデバイスを制御する。したがって、ＩＴＣ教育を教育現場における負荷
を抑えて容易に実現することができる。
【００２２】
　《情報処理システム》
　図２Ａ～図３Ｅを参照して、本実施形態の情報処理システム２００の動作について説明
する。
【００２３】
　（動作概念）
　図２Ａは、本実施形態に係る情報処理システム２００の動作概念を説明する図である。
【００２４】
　図２Ａにおいては、クラウドサーバ２１０により教育アプリケーションのための共有画
面が、教育グループ２３０－１～２３０－３に提供される例を示している。教育グループ
２３０－１～２３０－３における機器の状態は、左から右に向かって変化している。この
遷移を、教育グループ２３０－１、２３０－２、２３０－３で示す。
【００２５】
　まず、左図において、教育グループ２３０－１は、教育アプリケーションの開始時の状
況である。教育グループ２３０－１においては、教師のＰＣの調子が悪いため、教師のＰ
Ｃは、携帯端末２２１にＵＳＢケーブルとＵＳＢルータとにより、キーボードとポインテ
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ィングデバイスとを接続して、ＰＣの代替をしている。携帯端末２２１はディスプレイの
役割を果たすのみで、キーボードとポインティングデバイスとによる操作などの処理は、
全てクラウドサーバ２１０により行なわれる。一方、生徒のＰＣの内の２台は、ディスプ
レイをＵＳＢケーブルで携帯端末２２２、２２３に接続することで、クラウドサーバ２１
０によって画面表示が行なわれる。このように、ＩＴＣ教育の教育現場における機器不足
による中止を、携帯端末を介したクラウドサーバ２１０からの制御で代替することにより
無くすことができる。なお、図２Ａには図示していないが、あらかじめ授業のスケジュー
ルに従って、内容や出席数などを基に必要な機器数が算出されることになる。
【００２６】
　中央図において、教育グループ２３０－２は、×の付いた１台のＰＣが故障により動作
が中断した状態を示している。左図で説明したように、必要な数の表示機器が準備できた
ため教育アプリケーションを開始したので、故障したＰＣを交換する予備はない。この場
合に、右図の教育グループ２３０－３のように、故障したＰＣを、携帯端末２２４（図２
Ａでは携帯電話）にＵＳＢケーブルによりディスプレイを接続し、クラウドサーバ２１０
から制御することで、故障したＰＣを代替する。なお、ＰＣに接続していたディスプレイ
がＵＳＢ接続であれば、そのディスプレイを使用することも可能である。このように、教
育アプリケーションの提供中に故障が発生しても、教育アプリケーションを中止すること
なく継続することが可能となる。
【００２７】
　（システム構成）
　図２Ｂは、本実施形態に係る情報処理システム２００の構成を示すブロック図である。
【００２８】
　図２Ｂにおいて、クラウドサーバ２１０は、ネットワーク２６０を介して、各地に配備
されているＩＴＣ教育用の機器が接続されている。図２Ｂにおいては、３つの教育グルー
プ２３１～２３３が図示されている。各教育グループは、各教室やクラスに対応していて
もよい。あるいは、各教育グループは、位置はバラバラであっても、同じ教育アプリケー
ション（教育プログラム）を受講する生徒（会員）であってもよい。
【００２９】
　図２Ｂのように、各教育グループ２３１～２３３には、接続されたデバイスを制御でき
る機能を有する普通のＰＣ(Personal Computer)と、デバイス、特にディスプレイが携帯
端末のＵＳＢケーブルで接続され、携帯端末がネットワークを介してクラウドサーバ２１
０に接続した構成と、が含まれている。ここで、携帯端末は、接続されたデバイスを制御
する機能を有さず、接続されたデバイスはクラウドサーバ２１０が直接制御し、教育アプ
リケーションを提供する。これらデバイスを接続した携帯端末は、ＰＣの数が不足する場
合や、ＰＣが故障した場合などに、クラウドサーバ２１０と協働してＰＣの代替を果たす
ことになる。
【００３０】
　情報処理装置であるクラウドサーバ２１０は、プログラム選定部２１１と、デバイス制
御部２１２と、デバイスデータベース（Data Base：以下、ＤＢ）２１３と、教育アプリ
ＤＢ２１４と、デバイスドライバＤＢ２１５と、を含む。プログラム選定部２１１は、Ｐ
Ｃ、およびデバイスを接続した携帯端末からの情報に基づいて、同じ教育グループに属す
る場合には同じ教育アプリケーションを選定する。プログラム選定部２１１は、さらに、
携帯端末を介して接続している場合、デバイスに教育アプリケーションを提供可能とする
ため、デバイスを駆動するデバイスドライバプログラムを選定する。教育アプリケーショ
ンの選定は、教育アプリＤＢ２１４（図７参照）を参照して行なわれる。デバイスドライ
バプログラムの選定は、デバイスＤＢ２１３（図６Ａ参照）と、デバイスドライバＤＢ２
１５（図８参照）を参照して行なわれる。
【００３１】
　そして、デバイス制御部２１２は、教育グループに対応して選定された教育アプリケー
ションをＰＣに提供すると共に、選定したデバイスドライバプログラムを実行して、携帯
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端末を中継して、デバイスに提供する。
【００３２】
　（動作手順）
　図３Ａは、本実施形態に係る情報処理システム２００の教育アプリ開始時の動作手順を
示すシーケンス図である。なお、以下の説明では、簡略化のため、携帯端末２２０、デバ
イス２３０、ＰＣ２４０として説明する。
【００３３】
　まず、ステップＳ３０１においては、ＰＣ２４０がネットワークを介してクラウドサー
バ２１０と通信を確立して、コンピュータ情報を送信する。ステップＳ３０３において、
クラウドサーバ２１０はコンピュータ情報受信し、通信確立されたＰＣを特定する。次に
、ステップＳ３０５において、ＰＣのＩＤや位置情報などから、所属する教育グループを
判定して、提供する教育アプリケーションを選定する。そして、以下、図３Ａにおいては
、不足するＰＣについては、デバイス２３０を携帯端末２２０にＵＳＢ接続することで代
替することになる。
【００３４】
　ステップＳ３１１において、携帯端末２２０にデバイス２３０をＵＳＢ接続する。携帯
端末２２０は、ステップＳ３１３において、ＵＳＢ汎用ドライバでデバイス２３０からデ
ィスクリプタを読み出す。携帯端末２２０は、ステップＳ３１５において、そのディスク
リプタをクラウドサーバ２１０に送信する。クラウドサーバ２１０は、ステップＳ３１７
において、デバイスＤＢ２１３を参照してディスクリプタから接続したデバイスを特定す
る。次に、クラウドサーバ２１０は、ステップＳ３１９において、教育アプリＤＢ２１４
を参照して、デバイスのＩＤや携帯端末２２０の位置情報などから、所属する教育グルー
プを判定して、提供する教育アプリケーションを選定する。また、ステップＳ３２１にお
いて、デバイスドライバＤＢ２１５を参照して、特定したデバイスと選定した教育アプリ
ケーションとに基づいて、デバイスドライバを選定して起動する。
【００３５】
　また、他の携帯端末２２０にデバイス２３０を接続すると、ステップＳ３１１～Ｓ３２
１と同様に、以下の手順が実行される。ステップＳ３３１において、携帯端末２２０にデ
バイス２３０をＵＳＢ接続する。携帯端末２２０は、ステップＳ３３３において、ＵＳＢ
汎用ドライバでデバイス２３０からディスクリプタを読み出す。携帯端末２２０は、ステ
ップＳ３３５において、そのディスクリプタをクラウドサーバ２１０に送信する。クラウ
ドサーバ２１０は、ステップＳ３３７において、デバイスＤＢ２１３を参照してディスク
リプタから接続したデバイスを特定する。次に、クラウドサーバ２１０は、ステップＳ３
３９において、教育アプリＤＢ２１４を参照して、デバイスのＩＤや携帯端末２２０の位
置情報などから、所属する教育グループを判定して、提供する教育アプリケーションを選
定する。また、ステップＳ３４１において、デバイスドライバＤＢ２１５を参照して、特
定したデバイスと選定した教育アプリケーションとに基づいて、デバイスドライバを選定
して起動する。
【００３６】
　図３Ａの例では、ＰＣ２４０も、携帯端末２２０に接続したデバイス２３０も、同じ教
育グループに所属するため、クラウドサーバ２１０は、同じ教育アプリケーションを提供
するものとする。ステップＳ３５１においては、その同じ教育アプリケーションを起動す
る。そして、ステップＳ３５３においては、共有画面がＰＣ２４０、および携帯端末２２
０を介してデバイス２３０に提供される。また、ステップＳ３５５においては、ＰＣ２４
０やデバイス２３０から入力があれば、それに対する応答が行なわれる。
【００３７】
　図３Ｂは、本実施形態に係る情報処理システム２００の機器故障時の動作手順を示すシ
ーケンス図である。なお、図３Ａと同様のステップには同じステップ番号を付して、説明
は省略する。
【００３８】
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　教育アプリケーションの提供途中で、ＰＣ２４０の１台が故障により動作不能となった
場合を仮定する。ステップＳ３６１においては、新たなデバイス、あるいは故障したＰＣ
２４０に接続していたデバイスを、携帯端末２２４にＵＳＢ接続する。携帯端末２２０は
、ステップＳ３６３において、ＵＳＢ汎用ドライバでデバイス２３０からディスクリプタ
を読み出す。携帯端末２２０は、ステップＳ３６５において、そのディスクリプタをクラ
ウドサーバ２１０に送信する。クラウドサーバ２１０は、ステップＳ３６７において、デ
バイスＤＢ２１３を参照してディスクリプタから接続したデバイスを特定する。次に、ク
ラウドサーバ２１０は、ステップＳ３６９において、教育アプリＤＢ２１４を参照して、
デバイスのＩＤや携帯端末２２０の位置情報などから、所属する教育グループを判定して
、提供する教育アプリケーションを選定する。また、ステップＳ３７１において、デバイ
スドライバＤＢ２１５を参照して、特定したデバイスと選定した教育アプリケーションと
に基づいて、デバイスドライバを選定して起動する。
【００３９】
　クラウドサーバ２１０は、携帯端末２２４に接続したデバイスが、同じ教育グループに
所属すると判定するので、ステップＳ３７３において、ステップＳ３５１で起動した教育
アプリケーションの提供先にデバイスを追加する。そして、ステップＳ３５３およびＳ３
５７において、教育アプリケーションが中断なく継続し、共有画面が携帯端末２２４を介
してデバイスに提供し、デバイスから入力があれば、それに対する応答が行なわれる。
【００４０】
　（ＵＳＢデバイス制御手順）
　図３Ｃおよび図３Ｄは、本実施形態に係るＵＳＢ接続されたＵＳＢデバイスの制御手順
を示すシーケンス図である。なお、簡略化のため携帯端末２２０、デバイス２３０として
説明する。
【００４１】
　まず、図３Ｃは、ＵＳＢ接続されたＵＳＢデバイスのディスクリプタ取得手順３２０を
示すシーケンス図である。
【００４２】
　デバイス２３０に設定されているディスクリプタは、ＧＥＴ＿ＤＥＳＣＲＩＰＴＯＲな
どのＵＳＢリクエストにより取得される。ＵＳＢリクエストは、それぞれコントロール転
送によりデバイス２３０とやり取りされる。各コントロール転送は、セット・ステージと
、データ・ステージと、ステータス・ステージとからなる。各ステージは、トークン・パ
ケットと、データ・パケットと、ハンドシェイク・パケットとからなる。ディスクリプタ
は、各データ・ステージのデータ・パケットで取得される。
【００４３】
　デバイス２３０から取得したディスクリプタはＩＰヘッダやＴＣＰヘッダでＩＰカプセ
リングして、携帯端末２２０からクラウドサーバ２１０に送信される。
【００４４】
　次に、図３Ｄは、ＵＳＢ接続されたＵＳＢデバイスのデータ入出力手順を示すシーケン
ス図である。クラウドサーバ２１０からデバイス２３０へのデータ出力手順３３０と、デ
バイス２３０からクラウドサーバ２１０へのデータ入力手順３４０とを含む。
【００４５】
　デバイス２３０へのデータ出力手順３３０は、まず、クラウドサーバ２１０からＩＰカ
プセリングした出力データが携帯端末２２０に送信される。次に、携帯端末２２０は、ア
ンカプセンリグして取得したデータはバルク転送（ＯＵＴ）でデバイス２３０に転送され
る。各バルク転送（ＯＵＴ）は、トークン・パケットと、データ・パケットと、ハンドシ
ェイク・パケットとからなる。
【００４６】
　デバイス２３０からのデータ入力手順３４０は、まず、携帯端末２２０は、バルク転送
（ＩＮ）でデバイス２３０から入力データを取得する。各バルク転送（ＩＮ）は、トーク
ン・パケットと、データ・パケットと、ハンドシェイク・パケットとからなる。次に、携
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帯端末２２０から、ＩＰカプセリングした入力データがクラウドサーバ２１０に送信され
る。
【００４７】
　（非ＵＳＢデバイス制御手順）
　図３Ｅは、本実施形態に係るＵＳＢ接続されたＵＳＢデバイス以外のデバイスの制御手
順を示すシーケンス図である。
【００４８】
　図３Ｅにおいては、携帯端末２２０がデバイス情報を取得できない例として、デバイス
２３ｎがＲＳ２３２ＣケーブルからＵＳＢケーブルに接続されている場合を説明する。携
帯端末２２０は、ＵＳＢパケットからＲＳ２３２Ｃに接続されたデバイス２３ｎのデバイ
ス情報を取得する特殊ドライバを有しないとする。しかし、これに限定されない。なお、
図３Ｅにおいて図３Ａや図３Ｂと同様のステップには同じステップ番号を付して、説明は
省略する。
【００４９】
　ステップＳ３１１においては、ＲＳ２３２ＣケーブルとＵＳＢケーブルによってデバイ
ス２３ｎが携帯端末２２０に接続される。携帯端末２２０は、ステップＳ３８３以降、汎
用ＵＳＢドライバを起動してデバイス２３ｎのディスクリプタを取得しようとするが、ス
テップＳ３８７において、ディスクリプタを取得できないまま、タイムアウトをする。
【００５０】
　携帯端末２２０は、タイムアウトを検出すると、ステップＳ３８９において、汎用ＵＳ
Ｂドライバの処理を停止する。そして、ステップＳ３９１において、クラウドサーバ２１
０に接続したデバイス２３ｎの制御を依頼する。
【００５１】
　デバイス制御の依頼を受けたクラウドサーバ２１０は、ステップＳ３９３において、接
続したデバイス２３ｎを動作させ得るドライバ類を順に動作させて、接続したデバイス２
３ｎを判定する。詳細には、まず、ステップＳ３９５において１組のドライバを起動する
。次に、ステップＳ３９７において、起動したドライバでデバイス２３ｎをアクセスする
。ステップＳ３９９において、デバイス２３ｎを制御可能か否かが判定される。制御可能
と判定されれば、ステップＳ４０１において、そのドライバによってデバイス情報を取得
する。かかるドライバには、デバイスを駆動可能なドライバと共に、ＲＳ２３２ＣとＵＳ
Ｂとの変換を実現するドライバが含まれる。
【００５２】
　デバイス情報が獲得できれば、ステップＳ３１７において、デバイスＤＢ２１３を参照
して、デバイス２３ｎを特定する。以降は、図３Ａと同様の処理が行なわれる。
【００５３】
　《クラウドサーバの機能構成》
　図４は、本実施形態に係るクラウドサーバ２１０の機能構成を示すブロック図である。
なお、以下の説明においては、簡略化のため携帯端末２２０で代表させて説明する。また
、実際には、ユーザ登録などを行なう構成も含まれるが、図４においては煩雑さを避ける
ため省略する。
【００５４】
　クラウドサーバ２１０は、ネットワーク２６０を介して携帯端末２２０と通信する通信
制御部４０１を有する。通信制御部４０１が携帯端末２２０から受信したメッセージから
、ディスクリプタ受信部４０２は、携帯端末２２０に接続したデバイス２３０から取得し
たディスクリプタを受信する。デバイス判定部４０３は、携帯端末２２０から受信したデ
バイス２３０のディスクリプタから、デバイスＤＢ２１３（図６Ａ参照）を参照して、携
帯端末２２０に接続したデバイス２３０を特定する。また、教育グループ情報受信部４０
４は、ディスクリプタを送信した同じ携帯端末２２０が送信した、教育グループを特定す
るための情報を受信する。なお、教育グループを特定するための情報には、学校の教室や
クラスのＩＤ、さらに、曜日や時間帯などの時間割の情報、携帯端末２２０の現在位置を
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特定する情報、位置とは無関係に受講する対象の教育アプリのＩＤ、などが含まれる。
【００５５】
　プログラム選定部２１１は、教育アプリ選定テーブル２１１ａ（図１０Ａ参照）とデバ
イスドライバ選定テーブル２１１ｂ（図１０Ｂ参照）とを有する。そして、プログラム選
定部２１１は、デバイス判定部４０３からのデバイス情報と、教育グループ情報受信部４
０４からの教育グループ情報とに基づいて、教育アプリＤＢ２１４を参照して、特定され
た教育グループに提供する教育アプリケーションを選定する。また、デバイス判定部４０
３からのデバイス情報に基づいて、デバイスデライバＤＢ１５を参照して、選定した教育
アプリケーションに適合するデバイスドライバを選定する。
【００５６】
　デバイス制御部２１２は、プログラム選定部２１１が選定したアプリケーションを実行
する教育アプリ実行部４０７を有する。教育アプリ実行部４０７は、携帯端末２２０に送
信する共有画面を生成して、画面送信部４０８に渡す。画面送信部４０８は、共有画面を
携帯端末２２０に送信する。一方、操作指示受信部４０９は、携帯端末２２０から送信さ
れたユーザが入力した操作指示を受信する。そして、操作指示受信部４０９は、受信した
操作指示を教育アプリ実行部４０７に渡す。教育アプリ実行部４０７は、操作指示に従っ
たデバイス２３０の動作を行なうように、ＵＳＢデバイスドライバ実行部４１０に対して
、デバイス２３０の駆動のための指示を出力する。
【００５７】
　また、デバイス制御部２１２は、プログラム選定部２１１が選定したデバイスドライバ
を実行するＵＳＢデバイスドライバ実行部４１０を有する。ＵＳＢデバイスドライバ実行
部４１０は、携帯端末２２０を中継してＵＳＢコネクタに接続されたデバイスを対するＵ
ＳＢパケットを生成して、ＵＳＢパケットカプセリング部４１１に渡す。ＵＳＢパケット
カプセリング部４１１は、ＵＳＢパケットをＩＰカプセリングして、携帯端末２２０に向
けて送信する。一方、ＵＳＢパケットアンカプセリング部４１２は、携帯端末２２０から
ＩＰカプセリングして送信されたメッセージを受信して、メッセージをアンカプセリング
してＵＳＢパケットを取り出す。そして、ＵＳＢパケットカプセリング部４１１は、ＵＳ
Ｂパケットを教育アプリ実行部４０７に渡す。ＵＳＢデバイスドライバ実行部４１０は、
受信したＵＳＢパケットを分析して、新たなＵＳＢパケットを生成してデバイスに応答し
たり、教育アプリ実行部４０７にデバイス２３０のステータスを報告したりする。
【００５８】
　なお、デバイス制御部２１２は、複数のＰＣおよび携帯端末に接続するデバイスが画面
共有するために１つの仮想ＰＣにより構成されるのが望ましい。また、図４においては、
分かり易くするために、ディスクリプタ受信部４０２をデバイス制御部２１２と独立させ
て示したが、ディスクリプタ受信部４０２がデバイス制御部２１２に組み込まれてもよい
。
【００５９】
　《携帯端末の機能構成》
　図５は、本実施形態に係る携帯端末２２０、２２１～２２４の機能構成を示すブロック
図である。以下、構成は同ようなので、携帯端末２２０を代表させて説明する。
【００６０】
　本実施形態の携帯端末２２０は、クラウドサーバ２１０とのネットワークを介した通信
を制御する通信制御部５０３を有する。また、携帯端末２２０は、タッチパネルやキーボ
ードなどからなる操作部５０１と、入出力部５０５とを有する。入出力部５０５は、画面
受信部５０４が受信したクラウドサーバ２１０からの共有画面を表示する表示部５０６と
、音声を入出力する音声入出力部５０７とを有する。
【００６１】
　また、ＵＳＢコネクタ５１０に接続されたデバイスの教育グループ情報を取得する教育
グループ情報取得部５０８を有する。教育グループ情報取得部５０８が取得した教育グル
ープ情報は、教育グループ情報送信部５０９によりクラウドサーバ２１０に送信される。
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なお、教育グループ情報取得部５０８は、操作部５０１にあってもよい。あるいは、教育
グループ情報取得部５０８は、カメラやマイク、ＧＰＳ（Global Positioning System）
による位置生成部であってもよい。
【００６２】
　また、携帯端末２２０は、ＵＳＢデバイスを接続するためのデバイス接続コネクタであ
るＵＳＢコネクタ５１０を有する。そして、ＵＳＢコネクタ５１０に接続したデバイス２
３０のディスクリプタを取得するための汎用ＵＳＢドライバ実行部５１１を有する。さら
に、携帯端末２２０は、汎用ＵＳＢドライバ実行部５１１が取得したＵＳＢパケットから
デバイス２３０のディスクリプタを取得するディスクリプタ取得部５１２を有する。また
、ディスクリプタ取得部５１２が取得したデバイス２３０のディスクリプタをクラウドサ
ーバ２１０に送信する、デバイス情報送信部であるディスクリプタ送信部５１３を有する
。
【００６３】
　また、汎用ＵＳＢドライバ実行部５１１を介して、ＵＳＢコネクタ５１０に接続したデ
バイス２３０とクラウドサーバ２１０がＵＳＢパケットをやり取りするための、アンカプ
セリング部５１４とカプセリング部５１５とを有する。アンカプセリング部５１４は、ク
ラウドサーバ２１０からのＩＰメッセージをアンカプセリングする。カプセリング部５１
５は、クラウドサーバ２１０へのＩＰカプセリングを行なう。かかる汎用ＵＳＢドライバ
実行部５１１、アンカプセリング部５１４、カプセリング部５１５が、デバイス制御中継
部を構成する。
【００６４】
　（デバイスＤＢ）
　図６Ａは、本実施形態に係るデバイスＤＢ２１３の構成を示す図である。なお、デバイ
スＤＢ２１３は、図６Ａの構成に限定されない。
【００６５】
　デバイスＤＢ２１３は、デバイスディスクリプタ６１１に対応付けて、デバイスＩＤ６
１２、デバイスの機種６１３、デバイスのバージョン６１４、デバイスの能力６１５など
を記憶する。ここで、デバイスディスクリプタ６１１は、デバイスクラス、デバイスサブ
クラス、ベンダーＩＤ、プロダクトＩＤ、シリアル番号などを含む。
【００６６】
　（デバイスディスクリプタ）
　図６Ｂは、本実施形態に係るデバイスディスクリプタ６１１の構成を示す図である。詳
細な説明を省く。ＵＳＢ仕様書を参照されたい。
【００６７】
　例えば、Ｏｆｆｓｅｔの、“４”がデバイスクラス、“５”がデバイスサブクラス、“
８”がベンダーＩＤ、“１０”がプロダクトＩＤ、“１６”がシリアル番号である。これ
らの情報により、ＵＳＢコネクタに接続されたデバイス２３０が１つ１つ一意に特定され
る。なお、デバイスディスクリプタ６１１は、エンドポイント０に領域が確保されて、あ
らかじめ記憶されている。
【００６８】
　（教育アプリＤＢ）
　図７は、本実施形態に係る教育アプリＤＢ２１４の構成を示す図である。なお、教育ア
プリＤＢ２１４は、図７の構成に限定されない。
【００６９】
　教育アプリＤＢ２１４は、教育アプリＩＤ７０１に対応付けて、その教育アプリの内容
７０２を記憶する。そして、各教育アプリＩＤ７０１に対応付けて、その教育アプリを使
用している第１教育グループ７０３、第２教育グループ７０４、…、第ｎ教育グループ７
０５を記憶する。各教育グループの情報としては、教育グループのＩＤ、位置の範囲（例
えば、教室など）、時間帯などを記憶する。
【００７０】
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　（デバイスドライバＤＢ）
　図８は、本実施形態に係るデバイスドライバＤＢ２１５の構成を示す図である。なお、
デバイスドライバＤＢ２１５は、図８の構成に限定されない。
【００７１】
　デバイスドライバＤＢ２１５は、デバイスＩＤ８０１およびデバイス情報８０２に対応
付けて、そのデバイスが所属する教育グループが使用している教育アプリＩＤ８０３を記
憶する。そして、デバイスＩＤ８０１と教育アプリＩＤ８０３との組合せに対して適切な
使用ドライバを記憶する。
【００７２】
　《クラウドサーバのハードウェア構成》
　図９は、本実施形態に係るクラウドサーバ２１０のハードウェア構成を示すブロック図
である。
【００７３】
　図９で、ＣＰＵ（Central Processing Unit)９１０は演算制御用のプロセッサであり、
プログラムを実行することで図４のクラウドサーバ２１０の各機能構成部を実現する。Ｒ
ＯＭ（Read Only Memory)９２０は、初期データおよびプログラムなどの固定データおよ
びプログラムを記憶する。また、通信制御部４０１は通信制御部であり、本実施形態にお
いては、ネットワーク２６０を介して携帯端末２２０、２２１～２２ｎと通信する。なお
、ＣＰＵ９１０は１つに限定されず、複数のＣＰＵであっても、あるいは画像処理用のＧ
ＰＵ（Graphics Processing Unit）を含んでもよい。
【００７４】
　ＲＡＭ（Random Access Memory)９４０は、ＣＰＵ９１０が一時記憶のワークエリアと
して使用するランダムアクセスメモリである。ＲＡＭ９４０には、本実施形態の実現に必
要なデータを記憶する領域が確保されている。ユーザＩＤ／ユーザ認証情報９４１は、通
信中のユーザの識別子とその認証情報などである。端末ＩＤ／端末認証情報９４２は、通
信中の携帯端末の識別子とその認証情報などである。ディスクリプタ９４３は、携帯端末
に接続したデバイスから携帯端末が取得してクラウドサーバ２１０に送信したデバイスデ
ィスクリプタである。デバイス情報９４４は、ディスクリプタ９４３に基づいて、デバイ
スＤＢ２１３を参照してデバイスを特定する情報である。教育グループ情報９４５は、携
帯端末から受信したデバイスや携帯端末が所属する教育グループの情報である。教育アプ
リ選定テーブル２１１ａは、デバイス情報９４４と教育グループ情報９４５とから提供す
る教育アプリを選定するためのテーブルである。デバイスドライバ選定テーブル２１１ｂ
は、デバイス情報９４４と選定した教育アプリとから使用するデバイスドライバを選定す
るためのテーブルである。共有画面９４６は、ＰＣの表示画面あるいは携帯端末に接続す
る表示画面に表示するための共有画面のデータである。ＵＳＢパケット（入出力）９４７
は、携帯端末を中継してＵＳＢデバイスとやり取りするパケットデータである。送受信デ
ータ９４８は、携帯端末と通信制御部４０１を介して送受信するＩＰカプセリングされた
データである。
【００７５】
　ストレージ９５０には、データベースや各種のパラメータ、あるいは本実施形態の実現
に必要な以下のデータまたはプログラムが記憶されている。デバイスＤＢ２１３は、図６
Ａに示したデータベースである。教育アプリＤＢ２１４は、図７に示したデータベースで
ある。デバイスドライバＤＢ２１５は、図８に示したデータベースである。
【００７６】
　ストレージ９５０には、以下のプログラムが格納される。クラウドサーバ制御プログラ
ム９５１は、本クラウドサーバ２１０の全体を制御するプログラムである。デバイス判定
モジュール９５２は、クラウドサーバ制御プログラム９５１において、携帯端末に接続し
たデバイスのディスクリプタからデバイスを特定するモジュールである。教育アプリ選定
モジュール９５３は、クラウドサーバ制御プログラム９５１において、教育アプリＤＢ２
１４を参照して、ＰＣおよび携帯端末に接続したデバイスに提供する教育アプリケーショ
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ンを選定するモジュールである。デバイスドライバ選定モジュール９５４は、クラウドサ
ーバ制御プログラム９５１において、デバイスドライバＤＢ２１５を参照して、携帯端末
に接続したデバイスを駆動するデバイスドライバを選定するモジュールである。教育アプ
リケーション９５５は、教育アプリ選定モジュール９５３により選定されたプログラムで
ある。デバイスドライバ９５６は、デバイスドライバ選定モジュール９５４により選定さ
れたプログラムである。
【００７７】
　なお、図９には、本実施形態に必須なデータやプログラムのみが示されており、本実施
形態に関連しないデータやプログラムは図示されていない。
【００７８】
　（教育アプリ選定テーブル）
　図１０Ａは、本実施形態に係る教育アプリ選定テーブル２１１ａの構成を示す図である
。教育アプリ選定テーブル２１１ａは、デバイスや教育グループに基づいて、提供する教
育アプリケーションを選定するためのテーブルである。
【００７９】
　教育アプリ選定テーブル２１１ａは、デバイスＩＤ１０１１、デバイス位置１０１２、
などに基づいて、特定される教育グループＩＤ１０１３を記憶する。そして、教育グルー
プＩＤ１０１３に対応付けて、提供する教育アプリケーション１０１４とその現在の再生
位置１０１５とを記憶する。
【００８０】
　（デバイスドライバ選定テーブル）
　図１０Ｂは、本実施形態に係るデバイスドライバ選定テーブル２１１ｂの構成を示す図
である。デバイスドライバ選定テーブル２１１ｂは、デバイスや選定した教育アプリケー
ションに基づいて、適切なデバイスドライバを選定するためのテーブルである。
【００８１】
　デバイスドライバ選定テーブル２１１ｂは、デバイスＩＤ１０２１、デバイス情報１０
２２、選定した教育アプリ１０２３、に対応付けて、使用ドライバ１０２４と使用パラメ
ータ１０２５とを記憶する。
【００８２】
　《クラウドサーバの処理手順》
　図１１は、本実施形態に係るクラウドサーバ２１０の処理手順を示すフローチャートで
ある。このフローチャートは、図９のＣＰＵ９１０がＲＡＭ９４０を使用して実行し、図
４の各機能構成部を実現する。
【００８３】
　まず、ステップＳ１１１１において、携帯端末から接続したデバイスのディスクリプタ
を受信したか否かを判定する。また、デバイスのディスクリプタ受信でない場合、ステッ
プＳ１１３１において、ＰＣからのＩＰアドレスの受信か否かを判定する。また、デバイ
スのディスクリプタ受信でなく、かつ、ＰＣからのＩＰアドレスの受信でない場合、ステ
ップＳ１１４１においては、ＰＣへＩＰパケットを送信するか否かを判定する。また、デ
バイスのディスクリプタ受信でなく、ＰＣからのＩＰアドレスの受信でなく、かつ、ＰＣ
へのＩＰパケットの送信でない場合、ステップＳ１１５１においては、ＵＳＢパケットを
、携帯端末を中継してデバイスに送信するか否かを判定する。
【００８４】
　デバイスのディスクリプタを受信した場合はステップＳ１１１３に進んで、デバイスＤ
Ｂ２１３を参照してデバイス（本実施形態では、ＩＴＣ教育のための汎用入出力機器や顕
微鏡や望遠鏡などの特殊機器）を特定する。同時に、デバイス情報や位置情報などから、
教育グループを特定する。次に、ステップＳ１１１５において、デバイス情報と教育グル
ープ情報とに基づいて、教育アプリの選定処理を行なう。そして、ステップＳ１１１７に
おいて、デバイス情報や選定した教育アプリに基づいて、使用するデバイスドライバを選
定する。
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【００８５】
　ステップＳ１１１９においては、教育グループが既にある既存のグループかを判定する
。既存のグループでなければステップＳ１１２１に進んで、新たな教育グループのための
仮想ＰＣを生成する（このようにすれば、同じ教育グループにおける画面共有が簡単にで
きる）。既存のグループであれば既に生成している仮想ＰＣの入出力機器として、携帯端
末に接続するデバイスを割り当てる。ステップＳ１１２３においては、選定した教育アプ
リおよびドライバを起動する。そして、ステップＳ１１２５において、同じ教育グループ
に所属するＰＣおよび携帯端末に接続するデバイスに共有画面を送信する。
【００８６】
　ＰＣからのＩＰアドレスの受信であればステップＳ１１３３に進んで、ＩＰアドレスや
位置情報などから教育グループを特定する。そして、ステップＳ１１３５において、特定
した教育グループに対応する教育アプリを選定処理する。そして、ステップＳ１１１９に
進んで、以下ステップＳ１１２５までの処理を行なう。なお、この場合に、ステップＳ１
１２３において、クラウドサーバ２１０はデバイスドライバを起動しない。デバイスドラ
イバは、ＰＣで起動される。
【００８７】
　ＰＣへＩＰパケットを送信する場合はステップＳ１１４３に進んで、ＰＣに対するＩＰ
パケットを生成して送信する。ステップＳ１１４５においてはＰＣからの応答を待つ。Ｐ
Ｃからの応答があればステップＳ１１４７に進んで、受信した応答のＩＰパケットを処理
する。
【００８８】
　また、ＵＳＢパケットをデバイスに送信する場合はステップＳ１１４３に進んで、送信
用のＵＳＢパケットを生成する。そして、ステップＳ１１４５において、ＩＰカプセリン
グしてデバイス宛に送信する。ステップＳ１１４７においては、デバイスからの応答受信
を待って、応答受信があればステップＳ１１４９に進む。ステップＳ１１４９においては
、受信したデータをＩＰアンカプセリングしてＵＳＢパケットを取り出す。ステップＳ１
１５１においては、取り出したＵＳＢパケットを処理する。
【００８９】
　《携帯端末のハードウェア構成》
　図１２は、本実施形態に係る携帯端末２２１～２２ｎのハードウェア構成を示すブロッ
ク図である。以下、携帯端末２２０を代表して説明する。
【００９０】
　図１２で、ＣＰＵ１２１０は演算制御用のプロセッサであり、プログラムを実行するこ
とで図５の携帯端末２２０の各機能構成部を実現する。ＲＯＭ１２２０は、初期データお
よびプログラムなどの固定データおよびプログラムを記憶する。また、通信制御部５０３
は通信制御部であり、本実施形態においては、ネットワークを介してクラウドサーバ２１
０と通信する。なお、ＣＰＵ１２１０は１つに限定されず、複数のＣＰＵであっても、あ
るいは画像処理用のＧＰＵを含んでもよい。
【００９１】
　ＲＡＭ１２４０は、ＣＰＵ１２１０が一時記憶のワークエリアとして使用するランダム
アクセスメモリである。ＲＡＭ１２４０には、本実施形態の実現に必要なデータを記憶す
る領域が確保されている。ユーザＩＤ／ユーザ認証情報１２４１は、携帯端末２２０を使
用中のユーザの識別子とその認証情報である。端末ＩＤ／端末認証情報１２４２は、当該
携帯端末２２０の識別子とその認証情報である。ディスクリプタ１２４３は、ＵＳＢコネ
クタ５１０に接続したデバイスから読み出したデバイス情報である。教育グループ情報１
２４４は、当該携帯端末２２０が取得したデバイスや携帯端末が所属する教育グループに
関する情報である。共有画面１２４５は、クラウドサーバ２１０から受信した、共有画面
の表示データである。操作指示１２４６は、ユーザが指示した操作のデータである。デバ
イス入出力ＵＳＢパケット１２４７は、ＵＳＢデバイスに入出力するパケットである。サ
ーバ送受信ＩＰパケット１２４８は、通信制御部５０３を介してクラウドサーバ２１０と
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送受信するＩＰカプセリングしたパケットである。入出力データ１２４９は、入出力イン
タフェース１２６０を介して入出力される入出力データを示す。
【００９２】
　ストレージ１２５０には、データベースや各種のパラメータ、あるいは本実施形態の実
現に必要な以下のデータまたはプログラムが記憶されている。端末情報１２５１は、本携
帯端末の識別子を含む情報である。ストレージ１２５０には、以下のプログラムが格納さ
れる。携帯端末制御プログラム１２５２は、本携帯端末２２０の全体を制御する制御プロ
グラムである。ディスクリプタ転送モジュール１２５３は、携帯端末制御プログラム１２
５２において、デバイス２３０から取得したディスクリプタをクラウドサーバ２１０に転
送するモジュールである。デバイス操作指示モジュール１２５４は、クラウドサーバ２１
０に対してデバイス２３０の操作指示を行なうためのモジュールである。デバイス入出力
データ中継モジュール１２５５は、クラウドサーバ２１０とデバイス２３０間のデータの
入出力を中継するモジュールである。汎用ＵＳＢドライバ１２５６は、デバイス２３０の
ディスクリプタ読み出しなどの基本的なＵＳＢプロトコルを実行するプログラムである。
【００９３】
　入出力インタフェース１２６０は、入出力機器との入出力データをインタフェースする
。入出力インタフェース１２６０には、表示部５０６、タッチパネルなどからなる操作部
５０１が接続される。また、スピーカやマイクなどの音声入出力部５０７が接続される。
さらに、ＧＰＳ位置生成部１３６１やカメラ１３６２などが接続される。そして、ＵＳＢ
コネクタ５１０が接続される。
【００９４】
　なお、図１２には、本実施形態に必須なデータやプログラムのみが示されており、本実
施形態に関連しないデータやプログラムは図示されていない。
【００９５】
　《携帯端末の処理手順》
　図１３は、本実施形態に係る携帯端末２２１～２２ｎの処理手順を示すフローチャート
である。このフローチャートは、図１２のＣＰＵ１２１０がＲＡＭ１２４０を使用して実
行し、図５の各機能構成部を実現する。
【００９６】
　まず、ステップＳ１３１１において、ＵＳＢコネクタにデバイスが接続されたか否かを
判定する。また、ＵＳＢコネクタへのデバイス接続でない場合、ステップＳ１３３１にお
いて、クラウドサーバ２１０からの操作画面の受信か否かを判定する。また、ＵＳＢコネ
クタへのデバイス接続でなく、かつ、操作画面の受信でない場合、ステップＳ１３４１に
おいて、デバイス宛のデータをクラウドサーバ２１０から受信したか否かを判定する。ま
た、ＵＳＢコネクタへのデバイス接続でなく、操作画面の受信でなく、かつ、デバイス宛
のデータの受信でない場合、ステップＳ１３５１においては、デバイスからのデータを受
信したか否かを判定する。
【００９７】
　ＵＳＢコネクタにデバイスが接続された場合はステップＳ１３１３に進んで、汎用ＵＳ
Ｂドライブを起動する。そして、ステップＳ１３１５において、デバイスのディスクリプ
タを取得する。次に、ステップＳ１３１７において、取得したディスクリプタをクラウド
サーバ２１０に送信する。続いて、ステップＳ１３１９において、教育グループ情報の取
得を待って、取得するとステップＳ１３２１に進んで、取得した教育グループ情報をクラ
ウドサーバ２１０に送信する。
【００９８】
　また、操作画面の受信であればステップＳ１３３３に進んで、操作画面を表示部５０６
に表示する。そして、ステップＳ１３３５において、ユーザの操作入力を待つ。ユーザか
らの操作入力があるとステップＳ１３３７に進んで、クラウドサーバ２１０に操作指示を
送信する。
【００９９】
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　また、デバイス宛のデータの受信であればステップＳ１３４３に進んで、受信したＩＰ
カプセリングした受信データをＩＰアンカプセリングする。そして、ステップＳ１３４５
において、ＵＳＢパケットをデバイスに送信する。一方、デバイスからのデータの受信で
あればステップＳ１３５３に進んで、受信したＵＳＢパケットをＩＰカプセリングする。
そして、ステップＳ１３５５において、ＩＰパケットをクラウドサーバ２１０に送信する
。
【０１００】
　本実施形態によれば、ハードウェア資源の不足を簡単に補い、あるいは、機器故障など
の復旧を簡単に実現する。これにより、ＩＴＣ教育を教育現場における負荷を抑えて容易
に実現することができる。
【０１０１】
　［第３実施形態］
　次に、本発明の第３実施形態に係る情報処理システムについて説明する。本実施形態に
係る情報処理システムは、上記第２実施形態と比べると、教育アプリケーションの教程の
履歴を保存することによって、教育アプリケーションの再開時に前の終了時から継続した
処理を実現する点で異なる。その他の構成および動作は、第２実施形態と同様であるため
、同じ構成および動作については同じ符号を付してその詳しい説明を省略する。
【０１０２】
　本実施形態によれば、教師の交代などの変化があっても、教育現場における負荷を抑え
てＩＴＣ教育における継続性を容易に維持することができる。
【０１０３】
　なお、本実施形態においては、ＩＴＣ教育における継続性として、教育アプリケーショ
ンの継続性を示したが、例えば、顕微鏡や望遠鏡などの特殊機器におけるデバイス調整デ
ータを保存することにより、その継続性を維持することも可能である。その場合には、後
述の履歴保存ＤＢ１４１６に、デバイス情報に対応付けてデバイス調整データが保存され
ることになる。
【０１０４】
　《情報処理システム》
　図１４および図１５を参照して、本実施形態の情報処理システム１４００の動作につい
て説明する。
【０１０５】
　（動作概念）
　図１４は、本実施形態に係る情報処理システム１４００の動作概念を説明する図である
。
【０１０６】
　図１４においては、クラウドサーバ１４１０が教育アプリケーションの提供履歴を保存
する履歴保存ＤＢ１４１６を有し、教育アプリケーションのための共有画面が、異なる時
間帯に継続して提供される例を示している。共有画面は、左から右に向かって変化してい
る。左の２つの図面は、ある時間帯に提供された教育アプリケーションの画像である。右
の２つの画面は、異なる時間帯（本例では、同じ日本史の次の授業時間である）の教育ア
プリケーションの画像である。さらに、左の２つの図面は、ＰＣ１４３０の画面に提供さ
れているが、右の２つの画面は、携帯端末１４２０にＵＳＢ接続されたディスプレイ１４
４０に提供されている。
【０１０７】
　まず、左側の２つの図において、ＰＣ１４３０は、日本史授業における教育アプリケー
ションを提供している。内容は、関ヶ原の戦いを示す動画である。最左の画面１４３１が
関ヶ原の戦いの開始を、左から２番目の画面１４３２が関ヶ原の戦いの最後を表示してい
る。左から２番目の画面１４３２で教育アプリケーションの提供を終了すると、クラウド
サーバ１４１０は、教育アプリケーションをどこまで提供したかを履歴保存ＤＢ１４１６
に保存する（図１７参照）。
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【０１０８】
　次に、右側の２つの図は、所定期間後の同じ日本史授業の例である。授業の開始時にお
いて、クラウドサーバ１４１０は、履歴保存ＤＢ１４１６を参照して前の授業で関ヶ原の
戦いが終了したことを判定し、次の歴史的事件である、大坂冬の陣と夏の陣の映像の提供
を開始する。なお、図１４において、先に関ヶ原の戦い映像を出力したＰＣ１４３０は、
故障などにより使用不能なので、ディスプレイ１４４０を携帯端末１４２０にＵＳＢ接続
して、クラウドサーバ１４１０から直接、ディスプレイ１４４０への表示を制御する。右
から２番目の画面１４４１では、大坂冬の陣の映像が開始される。そして、最右の画面１
４４２では、大坂夏の陣の最後の映像で終了する。
【０１０９】
　このように、クラウドサーバ１４１０の履歴保存ＤＢ１４１６に保存された、教育アプ
リケーションの提供履歴に基づいて、クラウドサーバ１４１０が教育アプリケーションの
提供スケジュールを管理する。そのため、授業の担当教師の不在や、教師が変わっても、
継続的な教育アプリケーションの提供が可能となる。
【０１１０】
　（動作手順）
　図１５は、本実施形態に係る情報処理システム１４００の動作手順を示すシーケンス図
である。なお、図３Ａあるいは図３Ｂと同様のステップには同じステップ番号を付して、
説明は省略する。
【０１１１】
　ステップＳ３５１～Ｓ３５５において、教育アプリケーションを起動して、提供を行な
う。そして、ステップＳ１５０１において、教育アプリケーションの提供を停止する。な
お、停止は、提供内容の完了を判定してクラウドサーバ１４１０が行なってもよいし、教
師が自分の機器から指示をしてもよい。クラウドサーバ１４１０は、ステップＳ１５０３
において、教育アプリケーションの提供履歴を履歴保存ＤＢ１４１６に保存する。
【０１１２】
　その後、同じ教育アプリケーションの再起動に当たっては、次のように動作する。なお
、図１５では、同じ教育アプリケーションの再起動を携帯端末にＵＳＢ接続したデバイス
に対して行なう例を示す。ステップＳ１５１１において、携帯端末１４２０にディスプレ
イ１４４０をＵＳＢ接続する。携帯端末１４２０は、ステップＳ１５１３において、ＵＳ
Ｂ汎用ドライバでディスプレイ１４４０からディスクリプタを読み出す。携帯端末１４２
０は、ステップＳ１５１５において、そのディスクリプタをクラウドサーバ１４１０に送
信する。クラウドサーバ１４１０は、ステップＳ１５１７において、デバイスＤＢ２１３
を参照してディスクリプタから接続したデバイスを特定する。次に、クラウドサーバ１４
１０は、ステップＳ１５１９において、教育アプリＤＢ２１４を参照して、デバイスのＩ
Ｄや携帯端末２２０の位置情報などから、所属する教育グループを判定して、提供する教
育アプリケーションを選定する。また、ステップＳ１５２１において、デバイスドライバ
ＤＢ２１５を参照して、特定したデバイスと選定した教育アプリケーションとに基づいて
、デバイスドライバを選定して起動する。
【０１１３】
　ステップＳ１５２３において、クラウドサーバ１４１０は、履歴保存ＤＢ１４１６を参
照して、選定された教育アプリケーションの提供履歴に基づいて、教育アプリケーション
を再起動する。そして、ステップＳ１５２５において、教育アプリケーションを停止した
次の状態から復元して開始する。ステップＳ１５２７においては、ＰＣ１４３０および携
帯端末１４２０にＵＳＢ接続したディスプレイ１４４０に対して、共有画面の提供を行な
うことになる。
【０１１４】
　《クラウドサーバの機能構成》
　図１６は、本実施形態に係るクラウドサーバ１４１０の機能構成を示すブロック図であ
る。なお、図１６において、図４と同様の機能構成図には同じ参照番号を付して、接続を
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省略する。
【０１１５】
　デバイス制御部１６１２の教育アプリ実行部４０７は、教育アプリケーションの実行が
中止されると、履歴保存部１６１７に中止された位置などの履歴を履歴保存ＤＢ１４１６
に保存する。プログラム選定部１６１１は、さらに、教育アプリ再開テーブル１６１１ｃ
を有し、教育アプリケーションの再開時に、履歴保存ＤＢ１４１６を参照して再開の位置
を制御する。
【０１１６】
　（履歴保存ＤＢ）
　図１７は、本実施形態に係る履歴保存ＤＢ１４１６の構成を示す図である。なお、履歴
保存ＤＢ１４１６は、図１７の構成に限定されない。
【０１１７】
　履歴保存ＤＢ１４１６は、教育アプリＩＤ１７０１に対応付けて、その教育アプリの内
容１７０２を記憶する。そして、各教育アプリＩＤ１７０１に対応付けて、その教育アプ
リを使用している提供対象である第１教育グループ１７０３、…、第ｎ教育グループ１７
０４を記憶する。各教育グループの情報としては、教育アプリの中断時刻、中断位置、教
育グループ条件（教室など）などを記憶する。
【０１１８】
　（教育アプリ再開テーブル）
　図１８は、本実施形態に係る教育アプリ再開テーブル１６１１ｃの構成を示す図である
。教育アプリ再開テーブル１６１１ｃは、教育アプリケーションの再開時にその位置など
を特定するために使用される。
【０１１９】
　教育アプリ再開テーブル１６１１ｃは、教育アプリＩＤ１８０１に対応付けて、教育グ
ループＩＤ１８０２、中断時刻と関連する再開時刻１８０３、再開位置１８０４を記憶す
る。
【０１２０】
　《クラウドサーバの処理手順》
　図１９は、本実施形態に係るクラウドサーバ１４１０の処理手順を示すフローチャート
である。なお、図１９において、第２実施形態の図１１と同様のステップには同じステッ
プ番号を付して、説明は省略する。
【０１２１】
　図１９の図１１との相違は、ステップＳ１９２３における教育アプリ（ドライバ）の起
動処理である（図２０参照）。図１９においては、履歴保存ＤＢ１４１６を参照して、継
続した教育アプリの再開が制御される。
【０１２２】
　（教育アプリ再開処理）
　図２０は、本実施形態に係る教育アプリ再開処理Ｓ１９２３の処理手順を示すフローチ
ャートである。
【０１２３】
　まず、ステップＳ２００１において、特定された教育グループに対応する教育アプリの
履歴を、履歴保存ＤＢ１４１６から読み出す。そして、ステップＳ２００３において、読
み出した教育アプリの履歴に基づいて、教育アプリの継続再開を行なう。ステップＳ２０
０５においては、教育アプリの提供先が、携帯端末かＰＣかを判定する。そして、携帯端
末であればステップＳ２００７において、選定したデバイスドライバを起動する。ＰＣで
あれば基本的にＰＣにおいてデバイスドライバを起動する。
【０１２４】
　本実施形態によれば、教育アプリケーションの教程の履歴を保存することによって、教
育アプリケーションの再開時に前の終了時から継続した処理を実現する。これにより、教
師の交代などの変化があっても、教育現場における負荷を抑えてＩＴＣ教育における継続
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性を容易に維持することができる。
【０１２５】
　［第４実施形態］
　次に、本発明の第４実施形態に係る情報処理システムについて説明する。本実施形態に
係る情報処理システムは、上記第２および第３実施形態と比べると、教育アプリケーショ
ンの実施に際して、デバイスの状況についてクラウドサーバで推測して、対処方法を提案
する点で異なる。すなわち、本実施形態においては、携帯端末が有する機能として、カメ
ラによる撮像機能とマイクによる音声入力機能とを使用する。そして、デバイスの状況を
示す情報は、カメラにより撮像されたデバイスの映像とマイクにより音声入力されたデバ
イス周辺のユーザの音声とを含む。その他の構成および動作は、第２実施形態と同様であ
るため、同じ構成および動作については同じ符号を付してその詳しい説明を省略する。
【０１２６】
　本実施形態によれば、教育現場におけるデバイス設定の負荷を抑えてＩＴＣ教育を容易
に維持することができる。
【０１２７】
　《情報処理システム》
　図１４および図１５を参照して、本実施形態の情報処理システム２００の動作について
説明する。
【０１２８】
　（動作概念）
　図２１は、本実施形態に係る情報処理システム２１００の動作概念を説明する図である
。
【０１２９】
　図２１においては、クラウドサーバ２１１０が操作提案ＤＢ２１１６を有し、デバイス
情報と携帯端末２１２０が取得したデバイスの映像およびデバイス周囲からの音声入力に
基づいて、デバイスの状況を推測して、その対処情報を生成して、携帯端末２１２０から
報知する。
【０１３０】
　まず、図２１の左図は、デバイスとしてデジタル顕微鏡２１３０を携帯端末２１２０に
ＵＳＢ接続したが、デジタル顕微鏡２１３０が正常に動作しない場合を仮定している。ユ
ーザ２１５１の“いつも目盛表示は１０じゃないかな。”との問いに、ユーザ２１５２が
“確かにそうだな。”と返答している。携帯端末２１２０のマイク２１２２は、これらの
ユーザの会話を取得する。また、携帯端末２１２０の表示画面２１２３には、“再度電源
をＯＦＦ／ＯＮして、表示目盛をカメラで撮影して下さい。”との、ユーザへの指示メッ
セージが表示されている。カメラ２１２１は、デジタル顕微鏡２１３０の表示目盛を撮像
している。
【０１３１】
　図２１の右図は、クラウドサーバ２１１０において、デバイス情報、音声情報、映像情
報から、デバイスの状況を推測し、その対処情報を生成して、携帯端末２１２０に送信す
る。携帯端末２１２０の表示画面２１２４には、“資料が入ったままです。一旦取り出し
てからＯＦＦ／ＯＮして下さい。”との、ユーザへの対処指示が表示されている。かかる
指示は、音声出力によって行なわれてもよい。
【０１３２】
　このように、クラウドサーバ２１１０が、携帯端末２１２０に接続したデバイスの設定
や調整を携帯端末２１２０からユーザに報知する。そのため、ユーザが専門知識を持たな
くても、教育アプリケーションの提供が可能となる。
【０１３３】
　（動作手順）
　図２２は、本実施形態に係る情報処理システム２１００の動作手順を示すシーケンス図
である。なお、図２２において、図３Ａあるいは図３Ｂと同様のステップには同じステッ
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プ番号を付して、説明は省略する。
【０１３４】
　ステップＳ２２０１において、クラウドサーバ２１１０は、本例ではデジタル顕微鏡２
１３０に設定するデバイス調整データを選定する。その後、デジタル顕微鏡２１３０が正
常に動作すれば、クラウドサーバ２１１０は、携帯端末２１２０を介してデジタル顕微鏡
２１３０を制御する。図２２においては、デジタル顕微鏡２１３０が正常に動作しなかっ
たと仮定する。
【０１３５】
　その場合に、ステップＳ２２１１において、携帯端末２１２０のカメラ２１２１によっ
て、デジタル顕微鏡２１３０の映像を取得する。なお、図２１において示したように、ク
ラウドサーバ２１１０から指示された箇所の映像の場合もある。ステップＳ２２１３にお
いては、携帯端末２１２０のマイク２１２２によって、デジタル顕微鏡２１３０の周囲に
いるユーザの会話を取得する。
【０１３６】
　取得した映像と音声とは、ステップＳ２２１５において、携帯端末２１２０からクラウ
ドサーバ２１１０に、デバイス状況送信される。デバイス状況取得したクラウドサーバ２
１１０は、ステップＳ２２１７において、操作提案ＤＢ２１１６を参照して、受信した状
況情報を分析する。そして、ステップＳ２２１９において、操作提案ＤＢ２１１６を参照
して、分析結果に基づいて対処情報を生成して、携帯端末２１２０に送信する。携帯端末
２１２０は、ステップＳ２２２１において、クラウドサーバ２１１０から操作提案受信し
た対処情報を報知する。
【０１３７】
　ユーザが報知された対処情報に従った対処を行なった後、再度、ステップＳ２２１１に
おいて、携帯端末２１２０のカメラ２１２１によって、デジタル顕微鏡２１３０の映像を
取得する。また、ステップＳ２２１３においては、携帯端末２１２０のマイク２１２２に
よって、デジタル顕微鏡２１３０の周囲にいるユーザの会話を取得する。その結果を分析
して、デジタル顕微鏡２１３０が正常動作していれば（図示せず）、ステップＳ２２３１
において、選定された教育アプリケーションを起動して、デジタル顕微鏡２１３０を使用
した教育プログラムが開始される。
【０１３８】
　《クラウドサーバの機能構成》
　図２３は、本実施形態に係るクラウドサーバ２１１０の機能構成を示すブロック図であ
る。なお、図２３において、図４と同様の機能構成部には同じ参照番号を付して、説明は
省略する。
【０１３９】
　プログラム選定部２３１１は、さらに、デバイス調整データテーブル２３１１ｄを有し
、教育アプリやデバイスドライバの選定に加えて、本実施形態のデジタル顕微鏡２１３０
などの特殊機器の調整データを設定する。そして、デバイス制御部２３１２のＵＳＢデバ
イスドライバ実行部２３１０は、この調整データをＵＳＢパケットによりデバイスに設定
する。なお、デバイス調整データテーブル２３１１ｄは、デバイスＩＤに対応して、調整
データの履歴を保持するテーブルであり、詳細な説明は省く。
【０１４０】
　デバイス状況情報受信部２３１８は、携帯端末２１２０から送信されたカメラやマイク
で所得したデバイスの状況を受信する。そして、デバイス状況情報を操作提案生成部２３
１７に渡す。操作提案生成部２３１７は、操作提案テーブル２３１７ａ（図２５参照）を
有し、受信したデバイス状況情報を分析し、操作提案ＤＢ２１１６（図２４参照）を参照
して、操作提案を生成する。操作提案送信部２３１９は、操作提案生成部２３１７が生成
したデバイスの操作提案を携帯端末２１２０に送信する。
【０１４１】
　（操作提案ＤＢ）
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　図２４は、本実施形態に係る操作提案ＤＢ２１１６の構成を示す図である。なお、操作
提案ＤＢ２１１６は、図２４の構成に限定されない。
【０１４２】
　操作提案ＤＢ２１１６は、デバイス情報２４０１に対応付けて、取得した映像情報２４
０２とその分析に基づく第１状況予測２４０３、取得した音声情報２４０４とその分析に
基づく第２状況予測２４０５を記憶する。そして、第１状況予測２４０３と第２状況予測
２４０５との組合せから推測した状況推測２４０６を記憶する。さらに、状況推測２４０
６に対応付けて、対処情報２４０７として、対処ＩＤと携帯端末２１２０へのアナウンス
内容とを記憶する。
【０１４３】
　（操作提案テーブル）
　図２５は、本実施形態に係る操作提案テーブル２３１７ａの構成を示す図である。操作
提案テーブル２３１７ａは、携帯端末２１２０から送信されたデバイスの状況情報を分析
して、操作提案を生成するために使用されるテーブルである。
【０１４４】
　操作提案テーブル２３１７ａは、デバイス情報２５０１に対応して、映像による状況予
測２５０２と音声による状況予測２５０３との組を記憶する。この組に対応付けて、状況
推測２５０４とその状況推測２５０４に対処するためのアナウンス内容２５０５を記憶す
る。
【０１４５】
　《クラウドサーバの処理手順》
　図２６は、本実施形態に係るクラウドサーバ２１１０の処理手順を示すフローチャート
である。なお、図２６において、図１１と同様のステップには同じステップ番号を付して
、説明を省略する。また、図２６においては、図１１のステップＳ１１３１およびＳ１１
４１の分岐における処理の図示は省略している。
【０１４６】
　ステップＳ２６７１において、デバイス状況情報の携帯端末２１２０からの受信か否か
を判定する。デバイス状況情報の受信であればステップＳ２６７３に進んで、デバイス映
像および音声情報を取得する。ステップＳ２６７５において、取得したデバイス映像およ
び音声情報に基づいて、デバイスの状況を分析する。ステップＳ２６７７においては、分
析結果のデバイス状況に対処する対処情報を生成する。そして、ステップＳ２６７９にお
いて、生成した対処情報を携帯端末２１２０に送信する。
【０１４７】
　本実施形態によれば、教育アプリケーションの実施に際して、デバイスの状況について
クラウドサーバで推測して、対処方法を提案する。これにより、教育現場におけるデバイ
ス設定の負荷を抑えてＩＴＣ教育を容易に維持することができる。
【０１４８】
　［他の実施形態］
　上記第４実施形態においては、クラウドサーバ２１１０が、デバイスの状況を携帯端末
２１２０が取得して送信した音声や映像から把握して、対処情報を生成して携帯端末２１
２０に報知した。しかしながら、携帯端末２１２０に接続したデバイスの調整は、対処情
報のユーザへの報知で行なうよりも、デバイス周囲のユーザの中に当該デバイスの調整が
可能な専門家や技術者がいれば、対処情報を参照するにしてもデバイス調整を依頼した方
が、調整が迅速で確実である。そのため、クラウドサーバ２１１０に、当該デバイスの調
整が可能な専門家や技術者の顔写真を登録しておく。そして、携帯端末２１２０からのデ
バイス周囲にいるユーザの映像に基づいて、専門家や技術者を検索して、携帯端末２１２
０に通知することによって、迅速で確実なデバイス調整が可能になる。
【０１４９】
　以上、実施形態を参照して本発明を説明したが、本発明は上記実施形態に限定されもの
ではない。本発明の構成や詳細には、本発明のスコープ内で当業者が理解し得る様々な変
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更をすることができる。また、それぞれの実施形態に含まれる別々の特徴を如何様に組み
合わせたシステムまたは装置も、本発明の範疇に含まれる。
【０１５０】
　また、本発明は、複数の機器から構成されるシステムに適用されてもよいし、単体の装
置に適用されてもよい。さらに、本発明は、実施形態の機能を実現する制御プログラムが
、システムあるいは装置に直接あるいは遠隔から供給される場合にも適用可能である。し
たがって、本発明の機能をコンピュータで実現するために、コンピュータにインストール
される制御プログラム、あるいはその制御プログラムを　格納した媒体、その制御プログ
ラムをダウンロードさせるＷＷＷ（World Wide Web)サーバも、本発明の範疇に含まれる
。

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３Ａ】

【図３Ｂ】 【図３Ｃ】



(28) JP 6155555 B2 2017.7.5

【図３Ｄ】 【図３Ｅ】

【図４】 【図５】
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【図６Ａ】 【図６Ｂ】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】



(33) JP 6155555 B2 2017.7.5

【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図２３】
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【図２４】 【図２５】

【図２６】
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